
保存用

取扱説明書

このたびは、本製品をお買い上げいただきましてありがとうございます。
ご使用の前にこの取扱説明書をお読みのうえ、正しくお使いください。
なお、この説明書は紛失しないように、大切に保管してください。
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警告 この注意事項を守らなければ、死亡または重傷を負う可能性があります。

●廃棄する時は専門業者にお任せください。焼却
　すると有毒ガスが発生することがあります。

●床板との連結をしてください。
　移動時に転倒などの事故になることがあります。

注意 この注意事項を守らなければ、障害または物的障害が発生する可能性があります。

●棚板の固定は確実に行ってください。
　棚板が外れてけがをすることがあります。
●乱暴な取り扱いや、用途以外には使用しないで
　ください。故障や破損、事故の原因になります。
●棚板に腰掛けたり、乗ったりしないでください。
　転倒したり壊れてけがをすることがあります。

●ねじのゆるみによるガタツキが生じたときは、
　はやめに締め直してください。ゆるんだままで
　使うと、本体の破損や転倒などでけがをする
　ことがあります。
●火気に近づけて使用しないでください。
　火災になることがあります。

■安全にお使いいただくために

●この製品は室内または屋内用です。屋外や水のかかる所などでは使用しないでください。
　サビや故障、変色の原因になります。
●この製品を設置されるときは、本体が水平を保つように調整を行ってください。水平が保たれな
　いまま設置されますと、後日本体のゆがみや可動部の作動不良、施錠不良などご利用の際に支障
　をきたす恐れがあります。
●この製品を第三者に貸したり、譲渡される場合は、この取扱説明書を必ず添付し、取り扱い方法
　を充分に説明してください。
●直射日光や暖房器具の熱が直接当たる場所や湿気および乾燥の著しいところでの使用は避けてく
　ださい。変色や変形の原因になります。
●棚板に熱いものを直接置かないでください。跡が残ることがあります。
●水をこぼした場合は、速やかに拭き取ってください。放置しておくと、天板面が膨れたり、
　破損することがあります。
●この製品を車内に設置されるときは、本体を床板に連結してください。
　正しく連結されずに使用すると、本体の破損、転倒事故などの原因になります。

■ご使用上の注意

■主要部品の材質

本体 スチール
部　品　名 材　　　質

■耐荷重

棚板 40kg
部　品　名 耐　荷　重 ( 均等荷重 )

製品に関するご質問は､各製品の天板裏や本体内に貼付けしたシールの品番･製造番号をご確認のうえ
購入店または下記のお問い合わせ先にお寄せください。

■お問い合わせ先

お問い合わせ先 ／ TEL (06)-6532-6226

http://www.esco-net.com
〒550-0012 大阪府大阪市西区立売堀3丁目8番14号　TEL:(06)-6532-6226
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EA957-101　 EA957-102
( 車載キャビネット棚 ) （車載ラック棚）

ET-EA001A

■フローリングのフロアキットとの連結方法

①フロアキットの板の上に、
タイヤ部分にはめ込むように
製品を置き、ネジで固定する
位置をマークします。

②マークした位置にドリルで
　φ10 孔をあける。

③フロアキット裏側から、②
　であけた孔に爪ナットを打
　ち込む。

④製品とフロアキットの板を
　平ワッシャと六角ボルトに
　て固定してください。



Ⓐ( 側板※左右注意 ) を上図の向きで床に置き、上からゲージナットの
位置に合わせてⒹ( 棚板 ) を１段目と２段目、Ⓒ( ボックス棚板 ) を３段目、
最下部にⒷ( 底継板 ) となるように配置してください。
配置後、Ⓞ(M8 ネジ ) で仮締めしてください。

Ⓒ( ボックス棚板 ) の下に
Ⓔ(A 型ブラケット ) をネジ止めします。
ⒶとⒸのコーナーへⒺを面下に置き
Ⓟ(M8 ナット )Ⓞ(M8 ネジ ) を
用いて仮締めします。
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■部品明細表■完成図

■組立方法
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組立説明書　EA957-101 組立説明書　EA957-102

Ⓐ Ⓑ Ⓒ

Ⓔ

Ⓓ

Ⓕ

⊕ドライバー ⊖ドライバー【必要工具】

【必要工具】 【EA957-101・EA957-102 添付部品】

組み立ては、床に寝かせた状態で行ってください。硬い床の上等で行うと床を傷つけたり、本体の塗料が剥がれる原因になりますので、
柔らかい布またはカーペットの上で作業を行ってください。

本体を起こし、仮組したⒸ（ボックス棚板）の
下にⒿ( 滑り止めマット ( 小 )) を敷きます。
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ゲージナット取付詳細図
ゲージナットのつめの片方を側板の角孔に
引掛け、もう一方を①の方向にドライバー
で押し入れてください。
　

※Ⓚの後ろを連結金具で押さえ、
　固定します。
　前はⒻの楕円真ん中、後はⒻ
　の右端一杯でネジを締めてく
　ださい。
　

①

3

Ⓐ( 側板左 )

Ⓐ（側板右 )

Ⓑ( 底継板 )
Ⓒ( ボックス棚板 )

Ⓓ( 棚板 )

マーカーペン ハンマー

電動ドリル
M8爪ナット
　　×6

M8平ワッシャ
　　　×6

M8六角ボルト
　　×6六角レンチ (13)

Ⓐ( 側板右 )

Ⓐ( 側板左 )Ⓑ底継板

Ⓓ( 棚板 )

Ⓖ( ゲージナット )

⊖ドライバー

Ⓐ( 側板※左右注意 ) を上図の向きで床に置き、上からゲージナットの
位置に合わせてⒹ( 棚板 ) を３段、最下部にⒷ( 底継板 ) となるように
配置してください。
配置後、Ⓕ(M8×18 ネジ ) で仮締めしてください。

Ⓐ( 側板 ) にⒼ( ゲージナット ) を取り付けます。
左図を参照に、上の角孔から数えて順番に ( ) 内の番数
の角孔にそれぞれ内側より取り付けてください。
※左右で取り付ける位置が違う為、注意してください。
　また、ⒶにⒼを取り付けることで左右が発生します。

■組立方法

■フローリングのフロアキットとの連結方法

組み立ては、床に寝かせた状態で行ってください。硬い床の上等で行うと床を傷つけたり、本体の塗料が剥がれる原因になりますので、
柔らかい布またはカーペットの上で作業を行ってください。

1 ⑴⑵

⑺⑻

⒀⒁

⒅※左のみ
⒆※左のみ

⑴⑵

⑺⑻

⒀⒁

Ⓐ( 側板左 )

Ⓐ( 側板右 )

ゲージナット取付詳細図
ゲージナットのつめの側面をつまみながら
角孔に片方を引掛け、もう一方を①の方向に
押し入れてください。
　

Ⓔ( ゲージナット )
Ⓐ( 側板 ) にⒺ( ゲージナット ) を取り付けます。
左図を参照に、上の角孔から数えて順番に ( ) 内の番数
の角孔にそれぞれ内側より取り付けてください。
※左右で取り付ける位置が違う為、注意してください。
　また、ⒶにⒺを取り付けることで左右が発生します。

本体を起こし、全てのネジを本締めして完成です。

棚板の上に付属のⒸ( 滑り止めマット ) を敷いて
お使いください。

■部品明細表

側板×２

棚板×3　

ゲージナット×28

滑り止めマット×3

M8ネジ×28

底継板×１

Ⓔ(A型ブラケット )

Ⓟ(M8 ナット ) Ⓞ(M8 ネジ )

Ⓙの上にⓀ( ハンディーボックス ) を置きます。
Ⓚの横にⒻ( 連結金具 ) をⓆ(M6 ネジ ) とⓇ(M
6 ナット ) で仮締めしてください。

全てのネジを本締めして完成です。

棚板の上に付属のⒽ( 滑り止めマット ( 大 ))
Ⓘ( 滑り止めマット ( 中 )) を敷いてお使いく
ださい。

■完成図

側板×２

ハンディーボックス
（EA661A）×１

棚板×２

ゲージナット×32
A 型
ブラケット×２

滑り止め
マット ( 大 )×２

滑り止め
マット ( 中 )×１

滑り止め
マット ( 小 )×１

M8ネジ×36
パーツ
トレー ( 大 )×1

パーツ
トレー ( 中 )×2

パーツ
トレー ( 小 )×3

M6ネジ ×4

連結金具×2

M6ナット×4M8ナット×4

ボックス棚板×１底継板×１
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⊕ドライバー ⊖ドライバー【必要工具】

①
⊖ドライバー

ⓆM6ネジ

Ⓙ滑り止め
    マット ( 小 )

Ⓚハンディーボックス

ⓇM6ナット
Ⓕ連結金具


